
就実大学大学院・就実大学・就実短期大学の中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況

学科名： 平成29年3月31日

平成２８年度計画 平成２８年度実行内容

（左欄の具体的な取組・実行内容に
基づいて計画する。さらに、新たな
取り組み等について計画実行する）

（平成２７年計画の具体的実行内容
を具体的に期限やレベルなど数値目
標を挙げて定量的に記載する）

年度の中間および年度末に計画の
達成状況を評価する。

学生に対する修学支援、生活支
援、進路支援に関する方針を明確
化にする。

学生生活全般について支援を行う。
登下校や一人暮らしの学生への安全
確保に努め、修学上での健康面や精
神的な不安・悩みを解決できるよう
支援体制を構築する。また、課外活
動が活発化できるようサポートし、
学内外より依頼されるボランティア
活動に積極的に参加するよう促す。

登下校や大学周辺の下宿先等におい
て、危険が伴ったり、注意を要する
等の情報をキャッチした際には、学
内掲示や学内メールにて学生への周
知を行う。健康面においては、学生
生活に支障が生じないよう、保健管
理センター職員のコーディネートに
より、適切な治療や医療機関の紹介
を行い、また精神面においても、内
容を考慮し、個々の学生に適した相
談先との情報を共有し、継続して見
守る。学生が学内・学外で課外活動
やボランティア等を通して活躍出来
る機会の情報を積極的に提供する。

・学生生活において、周囲による
危険な行為や事件に巻き込まれな
いよう、徹底した周知を行なっ
た。　　・修学する上で支障のな
い範囲内で、ボランティア活動
や、アルバイト情報を提供した。
・学友会をはじめ、サークル活動
が躍動し易いよう、全体におい
て、また個々にも説明・アドバイ
スを行い、サポートした。
・障がいのある学生へのサポート
や、精神面での悩みや問題を解決
できるよう、カウンセラーを中心
に学科、保護者また関係部署と情
報共有し、検討した。が、精神面
で悩んでいる学生を把握し難く、
相談室の認知度を高めるため、次
年度においても、カウンセラーに
よるワークショップを行う。

△ ○

障がいのある学生に対する修学支
援措置を適切に行う。

身体面・精神面において、障がいの
ある学生に対して、学生生活に支障
のないよう、支援体制を明確化し、
全学支援体制を構築する。

障がい者学修支援委員会において、
障がいのある学生への全学的支援体
制の構築に向けた検討を行う。教
務、キャリアと共同で「クラス担任
ハンドブック」案を作成する。な
お、障がいのある学生については、
関係部署等で、個々の障がいに応じ
た配慮を迅速に検討する。

委員会において、各学科の障がい
学生への対応・問題点についての
事例の紹介、学内で全学教職員対
象の「障がい学生支援」の講演を
行ったり、委員会メンバーが「障
がい学生支援」に関する出張に出
向いた。支援体制が整えられ、実
施されている他大学を訪問し、意
見・アドバイスを受け、参考にし
ながら、次年度には、本学の実態
に即した規程・サポート内容等の
支援体制の構築を目指す。

△ △

［学生支援］
学生が学修に専念し、安定した学
生生活を送ることができるよう、
修学支援、生活支援および進路支
援を適切に行う。

部局名（学部又は事務部）： 　学生部
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計画達成状況
　部局および学科における２８年度計画と実行計画



奨学金等の経済的支援措置を適
切に行う。

経済的に修学が困難な学生に対して
個々に合った学内・外の奨学金の紹
介・説明を行うとともに、学内での
アルバイト等での自助努力を促す。

経済的な理由により、余儀なく退
学・休学する学生を少しでも防げる
よう、本学独自の経済修学支援奨学
金、日本学生支援機構奨学金、企業
奨学金等、個々の経済状況を踏まえ
紹介する。学業との両立可能な学
外・学内アルバイトを紹介する。ま
た経済面だけでなく、併せて学習意
欲の向上を図るためSA制度の活用を
促す。

奨学金関係では、「日本学生支援
機構奨学金」以外の「学外奨学
金」情報を、学生イントラへ掲載
し学生への周知を行った。特定の
学部を学生が対象の奨学金（企業
等）については直接対象学部に伝
えた。なお本年度からSA制度を試
行的に実施し、次年度は教員への
さらなる周知および活用機会の拡
大を図る。

○ ○

心身の健康保持・増進および安
全・衛生へ配慮する。

初年次の教育として、新入生対象の
「キャンパスライフセミナー」、
「学生生活概論」の講義において、
学生生活に関する安全対策について
注意喚起を促す。

「キャンパスライフセミナー」にお
いては、飲酒・禁煙等の注意喚起
や、警察官による薬物の安全対策に
ついての講演を依頼し、「学生生活
概論」においては性行動の安全・
AED講習等の講義を行う。なお、Ｈ
29年度からの学内全面禁煙に向け
て、学生へ一斉メールや掲示で周知
の徹底を図るとともに、保健管理セ
ンターにおいて禁煙のためのサポー
トを行う。

「キャンパスライフセミナー」及
び「学生生活概論」を活用して学
生の健康への意識向上に努めた。
ただし後者については選択科目で
あることから、対象は一部の学生
にとどまっている。また次年度か
らの学内全面禁煙を控えて掲示や
学内メールで周知を行い、さらに1
月からは試行的に週1日を学内禁煙
デーを実施した。

○ ○

ハラスメント防止のための措置を適
切に行う。

教職員による学生へのハラスメント
防止策として、ハラスメント相談員
の学生への周知と、相談受け入れ体
制を明確にする。

掲示等でハラスメント相談員の周知
を図る。また問題拡大を防ぐため、
相談を受けたのちは速やかに学生及
び関係者から聴取を行い、ハラスメ
ント防止委員会に諮るか否かを判断
する。学生部内で解決できる問題に
ついては、慎重に聴取を行うととも
に、被害を受けた学生へのケアを保
健管理センター及び学内カウンセ
ラーにより丁寧に行う。

掲示によるハラスメント相談員の
周知を行うとともに、相談に対し
ては丁寧に聞き取り調査および注
意・指導を行った。また平成29年4
月改正を目標に、ハラスメント防
止に関する規程の見直しとガイド
ラインの作成を進めている。

○ ○

［学生支援］
学生が学修に専念し、安定した学
生生活を送ることができるよう、
修学支援、生活支援および進路支
援を適切に行う。


